
第184回人権擁護調査委員会/遺伝子研究に関する倫理委員会合同委員会

日　時 2011年9月30日（金）　9時00分～11時15分

場　所 〔広島〕　講堂　〔長崎〕　3階会議室（テレビ会議）

＜遺伝子研究に関する倫理審査＞

部　名 研 究 課 題 名 審 査 結 果 議 事 要 旨

1 臨床研究部 QT短縮の遺伝子基盤に関する研究 承 認

◆研究計画書添付資料「協力依頼文」の説明について、当人にできる限り
不安感を覚えさせることがないよう、QT短縮を持つ当人を前提とする記述
を、最小限必要な範囲にとどめること。また、「就職・結婚・保険への加入な
どに関して現時点では予測できないような不利益」という記述を和らげるこ
と。
◆研究計画書添付資料「同意書」と「遺伝子解析研究への協力の同意文
書」は重複している部分があり、試料提供者への負担の軽減も考えてひと
つにまとめること。また、説明を受け理解した項目に「放影研で保存されて
いる疫学情報の利用」を追加すること。

2 臨床研究部 進行性心臓伝導障害の疫学と遺伝子異常に関する研究 承 認

◆研究計画書添付資料「協力依頼文」の説明について、当人にできる限り
不安感を覚えさせることがないよう、QT短縮を持つ当人を前提とする記述
を、最小限必要な範囲にとどめること。また、「就職・結婚・保険への加入な
どに関して現時点では予測できないような不利益」という記述を和らげるこ
と。
◆研究計画書添付資料「同意書」と「遺伝子解析研究への協力の同意文
書」は重複している部分があり、試料提供者への負担の軽減も考えてひと
つにまとめること。また、説明を受け理解した項目に「放影研で保存されて
いる疫学情報の利用」を追加すること。

3 臨床研究部 成人健康調査同意書の改訂 承 認

◆5－（1）に挙げられている「調査の期間」、「希望すれば将来の研究計画
書を見ることができること」、「研究成果の公表について」、「調査に協力す
ることによる利益と不利益について」は共通確認事項にすること。
◆同意書の4．および5．において「試料（血清、血漿、血球、尿）」、「試料
等」とあるが、それぞれ同意説明書の表現と合わせること。

＊上記のことについて適正に修正されたことを確認して承認とした。
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